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標準配筋要領図（4）
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本標準配筋要領図に使用される記号
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先端小梁

片持梁

片持梁筋折下げ

小梁３．４

小梁主筋の継手、定着及び余長(a)

連続小梁の場合は、図3.12による。(1)

図示のない事項は、1.4及び3.1による。2.

1.(注)

図3.12　小梁主筋の継手、定着及び余長(その1)

　　　　　印は、余長位置を示す。

(2) 単独小梁の場合は、図3.13による。

(直交する梁への定着)

　　　　　印は、余長位置を示す。

図3.13　小梁主筋の継手、定着及び余長(その2)

(注)1.

2. 図示のない事項は、1.4及び3.1による。

(b) あばら筋は、3.2による。

(c) 打増補強筋は、3.3による。

梁幅が小さくLbを確保できない場合は、図3.14による。(d)

図3.14　定着する梁幅Bが小さい場合の小梁主筋の定着

片持梁３．５

(1) 先端に小梁のない場合は、図3.15による。

(a) 片持梁主筋の定着及び余長

先端の折曲げの長さLは、梁せいからかぶり厚さを除いた長さとする。

2.

1.(注)

　　　　 　印は、余長位置を示す。

3.

梁主筋は原則として柱をまたいで引き通すものとする。

図3.15　片持梁主筋の定着及び余長(先端に小梁のない場合)

先端に小梁がある場合は、図3.16による。(2)

図3.16　片持梁主筋の定着(先端に小梁がある場合)

図示のない場合は、(1)による。

3.

先端小梁終端部の主筋は、片持梁内に水平定着する。

(注)1.

2.

先端小梁の連続端は、片持梁の先端を貫通する通し筋としてよい。

打増補強筋は、3.3による。(c)

あばら筋は、3.2による。(b)
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拘束筋は梁あばら筋の内側に定着する。5.
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100 拘束筋
  -D10@150

注)1.図表中の寸法の単位はmmとし、単位記号は省略する。

2.図中の　　は本標準配筋要領図を示す。（例えば　　0.3「組立」は、標準配筋要領図0.3「組立」の項を示す。）要 要

4. 主筋には継手を設けないこと。
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※

※ L2ｈ、L3hを確保できない場合は、   0.4(d)(3)によることができる。要
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3.図中の　　は国土交通省大臣官房官庁営繕部監修「公共建築工事標準仕様書（建築工事編）平成25年版」を示す。(例えば、　　表5.3.2は、標準仕様書の表5.3.2を示す)
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図示のない事項は、3.1による。

(平面及び立面共)

端部コーナー筋(設計図に示す開口補強による)

断面表のピッチ
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千鳥配筋

幅止め筋

型拘束筋
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幅止め筋

ダブル配筋の場合
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端部及び開口部

1-
隅角部コ－ナ－筋1-

隅角部コ－ナ－筋

シングル配筋の場合

壁筋の継手位置は図4.2の斜線部分の範囲とする。(7)

図4.2　壁筋の継手位置

（縦方向筋）（縦方向筋）

（横方向筋）（横方向筋）
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壁筋の定着要領は図4.3による。(8)

2.

(注)

スラブの下側に壁が付く場合も適用する。

地下外壁は図4.6も参照のこと。3.

図4.4　壁の配筋要領

(b) 壁の配筋は壁リストによる。

記入なき限り、縦筋を外側に配筋する。

(注) ダブル配筋の場合は、1㎡に1箇所以上D10筋にて内外筋を連結する。

壁筋がD10のみの場合は、縦筋のみ5本毎にD13を入れる。

(注) ＊印　隅角部コ－ナ－筋は壁筋と同径筋とし、壁筋D13以下の場合

はD13とする。
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定着する場合は監督職員と協議する。

地下外壁縦筋(A)を通すことを原則とする。但し施工上梁内に(注)

地下外壁の壁筋は縦筋を外側に配筋する。

＊印はトップ筋の止める位置を示す。＊印の寸法の記入が

壁の交差部及び端部の配筋は図4.5による。(c)

梁及び柱主筋の外側に定着される場合は150折り込む。(＊印)1.

４節　壁の配筋

４．１ 壁

(a)一般事項

(1) 壁配筋の重ね継手はL1、定着の長さはL2とする。

(2)

重ね継手及び定着の長さが取れない場合は、監督職員と協議する。

(4) 幅止め筋は、縦横ともD10 @1000程度とする。

(5) 一般部壁の配筋は、図4.1による。

(注) 図中の@Pは、壁断面表に記入された壁筋の間隔を示す。

図4.1　壁の配筋

図4.3　壁筋の定着

1.

2.

1.

1.

2.

3.

h
1
/
4

柱に定着
梁に定着

壁と壁の定着

地下外壁最上部の定着

床スラブに定着

地下外壁・平面

壁符号の頭にEW記号のつく壁は耐震壁扱いとする。

しなくてもよい

GL

/
4

0

0

h
0
h
/
2

0
h
/
4

h

h
1
/
4

外側

h
1

h
1
/
4

上
部

中
央

h
1
/
2

h
2
/
4

上
部

h
2
/
4

下
部

＊

下
部

を通す。
壁筋(A)

90°フック

地下外壁の配筋要領 地下外壁の配筋要領
床スラブ(B)がない場合の

床スラブ
(B)

L1

(ロ)

(ロ)筋　耐圧スラブの横筋と同径・同間隔

(イ)筋　壁の横筋と同径同ピッチ

(イ)

L2

L
1

地下外壁

耐圧スラブ

地下外壁と耐圧スラブとの交差部に

図4.6　地下外壁の配筋要領
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ない場合は15dとする。

基礎梁配筋がない場合の接合部配筋要領
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2. ＊印　　型拘束筋は壁筋と同径筋とし、壁筋D16以上の場合はD16

*(注)1

*(注)2

とする。定着長さはL2とする。ただし、壁厚160以下は不要とする。

図4.5　壁の交差部及び端部の配筋要領
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